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3) In thefirstgeneration,adultspreferably

swam Aboutthericeplantswhicharetalland

thicklygrownwithmanystemsandleaves.Ⅰnthe

secondgenerLlt王on,theypreferthericeplants

whichwereabundantlyfertilizedandweredeeply

tintcdinleaf.color･Therefore,degr.eeofthe

injuryinacertainculttユremethodmaybeestimatedr

by thecondition bfriceplantsinthetimeof
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emergenceoftilisl'nscct.

'4) Thereappearsthecontmryinjuryinthe

firstandthesecond generation, aTldtheinjury

inthefirstgcncrationhaslittleinnucncconthe

yield･IThcrcfore,theculture mcthod9 Which

decreasetheinjury王nthesecondgencrationare

iecommcndedfo主controllingthisinsect.But,

inthezoneOflessinjury,iftheculturemethods

whichincreasetheinjuryinthefirstgeneration

arecarried out,the-injurycausedbythelarvae

ofsecondgeneration intheneightx)uringp'addy/
fieldseemstoberaised.
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(HokuJikuNationa一Agr王culturalExperimentStation,T｡kada,Ni王gataP,cf.)Receiveddct.

26,1956.Boblu･Kaga払 ､22,45-51,1957,(withEnglishreSum卓,50).

8. 高田地方におけるイネカラバ工法冬世代の 動態について イネカラバエの発生に関する生～
態学的研究 郡 1和 田村市太郎 ･岩田授一 ･瀬野男-(凸杯省 北陸n某試鹸脇)31..10.26受理

謹 ん で 森 川 忠 曹 博 士 の 奇 瑞 を 観 官 し奉 る.

越冬世代のイネカラバニ幼虫は冬発くなるま.でに若干成島するが, 大部分は1令のま 越ゝ冬に入る̀.

その間の死亡率は非常に低い.春雪がとけて気温が上昇すると,幼虫は朽び急速に発育を再関する

が. その間死亡率は漸次苗まる.雪脚 ナの遅い印は発育再開時期も巡れ,節1化期成虫の羽化も遅 ･

れるが,雪とけから一成山羽化までの期間は雪とけの遅れる程粒くなる.

点近までの数年間,イネカラバエの発毛は全国広和

田にわたって増大してきたが,その原因のひとつとし

て冬温暖な年が続いたことも挙げられていたようであ

ち.木虫はスズメノチッ.itウ.女ヵポその他のホモノ

料雑革の芸円で幼虫頂で越冬し.晩春から初文にかけ

て節1化糊の成虫が羽化して出るので.あるから'その

越冬期間中における気象環境の変動が,節 目と期成虫

の発生虫に開拓するのではないか,という疑問も当然

生れてくることであろう.しかしこの種の問血:･tくわ

しく触れた報告はないようである.

関田地方は本山の3化地相 こ同するが.この地方で

は12月下佃giから2-3ケ月の関はいわゆる根雪期間

で,イネカラバ工のiLJ主材(物はfTiJl下にうずもれている.

従って木山の越冬l別宅の生協は'1ほれ潤 院には論じえ

られないであろうし,また机'i')抑LTrJのない表日本との

柳刃もこの瓜であろう.

杉山1)は悶mTrlの北陸出馳こおいて. 昭和21年か

ら25年にわたる5年間の朋Zffl料にもとづいて. イ

ネカラバエに.tろ紙ワほ 越冬JU]i-TIJ巾のf･T(々の気象因子

れによれば耶1化糊の披告と冬期の気配や研雪Jt耶Ⅵと

は相閑 係々がなく,最高刑雪見や根雪終了日との相関

もあまり緊密ではなかった.但し雪の多い年には耶1
化問の按冒紬,'少いという多少の傾向もみられたようで

あった.

次に.北陸員試叩 )では昭和27年秋より翌LT:楓 及

び29年秋より翌年辞までの2札 イネカラバエの越

冬期間中,随時,自生のスズメノチッポウにおける被

臼玉や山体長の推移を調べている.その純米の一部は

田村ら6)によっても叩IBされているが.幼山はMIヒ故

拭かに発TjL.山体技をm大させたま 発ゝTfを伶止し.

3月中旬giから体長は.{iL速に脚大した.杉LLJl)_の結果

で,節 1化期偽薬茎数との問に有意な相関係数のえら

れたのは, 3月及び4月の平均最低気温,及び 4月の

平均気温であった. このことは上にみた3月中旬頃以

降の幼虫の発育再開後における気象因子が,第 1化期

の発生変動を交配する要因の′1つであることを意味す

るものであろう.

た .ゞ杉山が相関係数の井出に基礎をおいた昭和

21-25年は昭和30年前後にくらペて雪の多い期間で
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あった上に,統計年数が少い･そこで筆者らは越冬世 ･

代幼山の発育状態をくわしく調べるとともに,卵より

成虫までの全籾間の死亡過程などをみることによって,

杉山の主張を吟味してみることにした.以下その結果 `

を報岱するJ

試験方法並びに経過

昭和30年10月19日よや22日までの_間,北陸員業

試験場の畑に自生しているスズメノチッポウのうち,

イネカラバエによって産卵されている.ものT='け産卵数

を数えながら5万分の1反 ポットに10株ずつ移植し

た.このmJlAJは3化期成虫による産卵最盛期より10日

⊥2三耶IJ後に当った.従って好化幼虫の食入後に卵殻

の脱浴したものも若干あったようであるが',,まだMu菜

は全然見られなかった･肥料は硫安と退瞬酸石灰争そ

れぞれ 1g,出化加里を 0.5g宛施したので,生育は

野外のスズメノチッポウよりかなり旺盛であった.

11月16日.12月20日,1月17日,2月15日,3

月 15,30日,4月9;19,30日,5月9,19日の11

帆,各rlA2ポット計20枚ずつ被告茎数,被苔様式,

鑑 の分脈湘丑によって虫の有無,4月30日以飴は在 一

山位田などを記録し,とり出した幼虫はゲーター氏液/
でスライドグラス上に固定封入した後,体長及び頭咽

放け防銭をblrJri:した.

拭映JOllLT.J中の試射ま幼叫食入期及びその直後は降雨

多く不爪h'iであったが,その後は天気よく,12月中に3

t'.Jlの降りを総て,翌年1月7日夜間の雪より根雪欄間

となり.政和枇ETDLlは2月27日の 167cm であった.～

根'L'終了日は3J]26日であったが, ノ試験ポットは 3

JJ22口に除出しT=.3月15日調査時にはスズメノチ

ッLiJtクはrTiJ'ぐされ蛸に浸されたものもあったが,枯死

した芯はなかった.なお試験閤間中の半句別平均気温

地びに平rJ81nJ血の推移を示すと第1図の通りになる.

# 22 %-1-
のような発育経過をたどったかを見ることにしよう.

各調査日における幼虫について,体長を測超した結

果時男 1表に示される通りt･ある.

Table1. Frequencydistributionofthebody
leng血oflarvaeoneverydateofobservations.
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Fig.1. Meantemperature(solidline)and
meaIIsnowdeptll(brokenline)duringeach
fivedays. ノ

発育経過について

間取30年におけるイネカラバエ 3化期の産卵長盛

仙 ま10月上旬であったが, その後脚化した幼虫がど
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ー第1表の結果は前記した北陸良試にわけや退去2回

の調査結果と同幌向である.すなわち.12月20日ま

で休長は幾らか増大した後成長は停止し,4月上旬頃

から体長は再び増大&.始めたJ:うで, 4ノヨ9日か･ら

19日までの 10日間で著しい発育を遂げたことがわか

る.

イネカラバェの幼虫が3令を経過することはすでに

知られているが,越冬世代の幼虫は何時頃何令になる

か,何令で越冬するかなどということについての印/a

はまだみられない.鍔1表でわかるように体長の変列

分布は迎統的であって,これから幼山の令糊をはっき

り知ることはできそうもない.しかし,すでに湖山lJ

も指摘しているように,幼虫の口幻の長さは同一令糊

間中は一定であるので,口托手長iこよって令Jglを判iEL

ようと試みた.この調査で測定した部分は疏咽敵汁防

1 I

1 ヽ ＼
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の全長であるが,火際には銃枇銭下で.nく見える部分

の企技を糾った.従って形憤学的にはや タゝ琵招きを欠

くわけである.しかし甜定の結凪ま邦2出に示す皿り.

3つのグル丁プにはっきりと分離することができた.

t士ab7C2. F,equ｡ncydistributionoftheskele-
tonlengthinmouthandlarynxoflarvaon
cvcrydateOfobservations.

1i/6xII2/OxllL17/I
Numberof
observed
individua一s

15/IIT1/5IIII3/OIIIt9/IVLl/9rvT3/OIV

51166J81L84182149L56

那2=11の糾q王から,イネカラバ工は3令を経過し,

-'1割こ示され1D3つのグループすなわち0.230mm以下,

0.2n7mm 以上 0.378mm 以下,及び 0.432mm 以

上の城咽d･Ir'1全長をもつものをそれぞれ 1令,2令,

茄 22 怨-I

及び3令に机当すると増えて諾三文えないであろう.た

令ゞ川の判Ti:のためだけにはこのような形恐tjを的には

舷密さを欠く測kでも目的を迅することができたが.

各令胴にわける正抑な長さはなおfJ.j幣なgu;i:が必要で

あることはいうまでもない. .1
節2衣の紙火からえられた,各調丁三円にわける幼虫

の令Jg]及び机化状頂は郡3衣に示す池りになる.

Table3.Developmentalstageofoverw王ntcring
populationoflhcricestem maggotonevery
dateofobservations.

爪1袈及び節3表から次のことがわかる.越冬世代

のイネカラバェ幼虫は雪が降るまでに或る程度成長は

するが,2令になるものはCく接かで,大部分は1令

のま GゝTiiJ'下で発'ffが停止する.そして雪解後発育が

朽悶し,FLrくたって2令となる.2令となったのは雪

耶後約2i馴IJたった4月9日頃であって,同日の調査

では2台とな?ていたもので,1令のときの口群を体に

附かさせていた'ものが数匹観窮された.2令期間は非

常に短く,10日後の4月19日には大部分3分となっ

ていた.そしてその間の休良の仲良もJTLlも71:しかった

わけでみる･しかし那 1凹でもわかるように. このq'i
の気温は幼虫発育期TLT'J小で瓜もWかったので,これが

2御 即日の短かかったことの1E個 でもあろう. 一

蛸化時は51]始めであったらしく, それは4J130

mの湘ff的邪からflC)rlすることができる.すなわち,

そのiliilは 耶4=Rに示す過り.;即J並昭に矧 ま2匹だけ

Tab7eLI･ Paras王ticIPartSOH arvaein host
plaitonApril30.

Insideofsheathof

.teoapfh2enalI.3eradfIl4etabfh5etahfI.6etah,

Thenumbersillbracketsarethoseofpupae.
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であったが,すでに輔化部位である下部菜の部将まで

移動を完了したものが約1/3ある.

5月9日にはすべてが煽となっており,19日にも羽

化し去った個休はなく,すべて蛸のま 発ゝ見された.

そのような点から見れば,･昭和31年度の飼期間は2

令mIt.JJ:りもかなり,また3令期間よりも幾分長かっ

たことが,Cl像できる.

つylと,ポット6個に寒冷紗の梶をかぶせて羽化発

JJ三するLR虫を捕袋したところ,第5表のような結果が

えらわた.すなわち, 羽化は5月21日から始まり,

Table5･ Emerging.se9uenCeOfadultsofthe ､tヒ
.firstgenerationappearedfromtheirhostplant

oEノl･fulv.us･

Numberof
emergedadults

Total l -125

■
50% 羽化に過した日は26日であった. これとは別に

野外のスズメノチッがウで行った羽化状況の調査では,

初矧 ま5月15日で,50%羽化に通した日は5月25日

であっ1=.ポット栽培のスズメノチッポウにおいては

y･均羽化口は野外とあまり変わらなかったが,初発は

6口もわそかったわけである.従ってイネカラバエの

越冬tは代的山の発育は少くとも同様な条件下で生育し

たスズメノデノポクでは非常に斉こであるといってよ

いであろう.

死亡経過について

イネカラバエ餌ltlt:Jg]の発生虫の変動はどのような

要因によって支配されているか,それらの主なものは

.何であるかを明らかにすることは大切なことであるが,

先ずそ.の当りをつけるために,前記D.ような越冬世代

由発育全期間を通じて個体数の減少状態を見ることに

しよう.

mlに,卵から被告茎の出る割合すなわち卵の歩止

りであるが,この調査において産卵数を数えたときは

48
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洩らかの卵がすでに脱落した後だったので正確なとこ

ろはわからないが,それ程低くはないようであった.

.この点については今後の調査にまちたい.

.次に,幼虫期問の死亡であるが,11月16日より5

月19日までの間に11回,寄主の茎をき.りひらいて,

荏虫数.移動虫数などを調査した結果は蔚6淡に示す

■通りである.～

Table6. Theratiooftheobservedlarvaeto

theinjuredstemsandthenumberoflarvae
changedtheirhoststems.

*Thereisastem havingtwopupae.

茄6衣によって被告茎数に対する在出茎率をみると,

幼虫食入後の11月16日から根雪終了t泊の3月15日

までは,被害茎申 95- 100% に幼虫がみとめられ

たように,在虫茎歩合が非符に高い.被諾茎数に対し

て幼虫の存在しなかった被gUz茎数の割合を仮にこの糊
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falにおける死亡率# (乃到ま刑琴串)と.考えれば'一幼
虫が食入してからtrJくたち.朗柴2)山Tliするgiから,

陣PTi才,引きつづいて(1才のある問は,幼山はあまり死な

ないことを示すものといえよう.過去2阿北陸出矧 こ

わいて行った羽立の純米からも同様なことがいえるの

で.このことから,拓田地方においては冬JWa)低況誠

は耶矧ま田接イネカラバエの死亡率を高める原因には

ならないといってよいであろう.

根雪終了後の3月30日から4月19日までは性かに

在虫茎歩合が低くなるが,大した減少とはいえない.

子の期間には如 lは庇初は続々に,後･puI政に成長して
1令より3令にまで適した発符の伯も旺盛なJylrLT.Jであ

ったが,このような期間でも死亡率はそれ程拓くはな

らないわけである.4月9日には2匹が死体となって

被告茎の恭衣及び茄茨で発見され また茄告の部分に

いた幼虫もあった.従ってこの頃少数の胴肘 ま茎外へ

出ることもあるらしい.茎外へ出れば種々の環境抵抗

を受け易いことは容易にTlE炎きれるので,幼虫の茎外

へ出ることを促す要因 (Tl･しあれば)の変動によって

この時期の死亡率も変動することが予想される.

矧 こ節6袋によれば, 4月30日以後の在虫茎歩合

は急に低くなった.しかしこれと同時に).t!モ被告茎ilに

も坑が認められるようになっている.その他食at状況

から下部に,W被告粥を残して項粥或は班だけが企告さ

れている茎にいた幼虫又は蛸を一応移動したものと考

えて,その数を茄6衣の政経列に入れて糾 ､たが,そ

れも4月30日以後に突然現われている. 再訂giでみた

ように,4月30日は酌化の初期であるために, これ

らの移動虫のうちm被告茎にいた矧 ま老熱幼虫が一旦

茎外に出て鯛化部位に移るときに,別I)茎の下茄まで

移動したものであろう.しかし移動して似茄 (班)杏

作ったものは,盛企Jg]である3令糊に食入茎を大部分

食い尽したために他の茎へ移動したものであるか,或

はそうでなくてもその時Ig]の幼虫に移動性があるため

であるか不明である.何州こ,しても3令Jg]以後は寄主

の茎間でD幼虫の移動は大分あるようであり,その移

動を考慮して幼虫の生き残り率を求めれば,4月30日

91%,5月9日 73%,5月19日 85%という数旧がえ

られた･従って3令及び矧 ヒ時においてはI令XJ抄や

2令期よりも死亡率の増大ql向が大 きい こ とにな

る.

銅より成虫羽化までの閲の死亡状況については羽化

耶空王に不節の点があったため,罪山することができな

かった.

*木調充のHi求では1掌に2頭発見されたのは5月9
円に1例あっただけだったので, 3月15円までは
花山茎数-一山数 である.

節 ′22 怨-I

以亡を公約すれば,幼山允入筏及び発Llfを1時仲止

する机｡Jl-ドP越冬胴tT'JF卜のyE亡はJl:･'i;I,'に少い.そして

T脚 後の発汗相関綾はじめて死亡串は?附円の幌向を辿

るわけである.このことから考えれば,ml化糊の発

LJ:矧 まETD虫やJUJrLmJとは開院がないということができ,

杉山1)が相関係数の計許からえた紙恥をTJi付けること

になった.すなわち極言すれば,雪はイネカラバ工に

対する斑琉抵抗として働かず,むしろ本山はも'lrTiJ'下の

寄主内で非常に安定した状闇で越冬していると考える

こともできよう.そして耶 1化期イネカラバ工の発生

Iitを変動させる要因の鋤く時期は,発育再開後死亡率

の増大する時期であると推黙される.これ も前記杉山

の結只と符合するもののようであるが,杉山の統計年

間は多雪のlO]rLraであったために.両者の関係iまなお検

討する余地があると考える.この越冬期間中の環境抵

抗が小さいというAは 他の昆血 例えばこカメイチエ

ウの越冬世代虫と軌を一にするので弼味あるところで

ある.

しかしそれでもなお,若し雪が節 1化期の発生塁と

開院するとすれば,持主柾物に対する雄饗を通して関

係することが考えられる.例えば雪ぐきれ柄による寄

主枇物の枯死である. 昭和31年春には本試験に使っ

たスズメノチッがウもかなり雪ぐされ病に侵されたも

のが出.野外に自生のものでは枯死したものも観訳さ

れた.この点についての調査は今後進めなければなら

ないところである.

可と発生時期について

TLTJqiにわいてFTiJlは節1化期イネカラバェの発生虫に

対しては田接的な関係をもっているとは思われず,芳

しあるとすれば布主植物を通じての間は的な雄哲が主

であろうと考訳した.

それでは雪は如何なる形で本山の発Lt:と朗嘱してい

るのであろうか.前 q々iでイネカラバエは大部分 1令

で越冬し,呑気詰まが絹く71ると発fjを円関することを

みたが.稲田地方のような多(/J'地引PではFTiJ'胴糊の中晩

がこの発Tf17fm例のJfl晩.ひいては成山の羽化哨朋を

左右すると考えられる.例えばLTn和29昨秋より30咋

非にかけての本山幼山の体長†申良池田と今(･-Jlの鮎L托と

を比校すれば耶2図に示す迫 りとなる.

北陸作況研死去のnlJ/i:による斑IFL'終了日は昭和30年

は2月25日であったのに対して,31年度は3月26日

と約1ケ月おそかった.第2図によれば幼虫の発育再

開朋は31年度の万が1ケ月近くもおくれ, 従ってま

た成虫の羽化もおくれて.50% 羽化終了日は30年度

は5月15日であったのに,31年度は5月25日であっ

た.

以上のことは枇雪洞mF川まT3主茎内の温段は殆んど
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Fig.2. Relationbetweezigrowth oflarva
anddateofsnowmelting.Arrowsignsshow

･datesofspowbreak･

i1
-Jri:でFooに近いと考えられるために.幼虫の棲息部

位は外苅弧の高低には彫響されず.幼虫は雪聯後はじ

めて気配の上昇を休に感ずるようになるた めで あ ろ

ラ.
しか.しまた,発育再開後成虫の羽化までの長短はそ

の欄間の試曲の試低にも左右されるであろう･そ こで

昭 和29坤 より3ケ年間の北陸良試:･tおける調査結果

にもとづいて,､淑雪終了日,成虫 50% 羽化終了日,

及びその期間中の日平均気温のもIl芹伯を示すと節7表

の皿 りとなる. これによれば,板雪終了日が遅い年は

邦1化Jg1,の成虫羽化が遡れるが,.根雪の終了から50

% 羽化約7日までの期間は坦縮される傾向が うかゞ

われ 50,00'羽化終了日までの 日平均気温の班別 缶は

大体⊥Ti:であることがわかる｣これは根雪約7日がお

そい年の方が粒時日の うちにEj<t氾が上昇することによ

ると.liLわれ.イネカラバエ幼虫の発育低温限非が明ら

かにされn まその間の射 創ま東に一個明瞭になること

と以われる.

Tablc7. Date of∵snow･break (A), date

whcnahalEofadultse狩ergedaway(B)†and
lcmpcraLureindurationbetweenA andB.

Year l195411955 1 1956

Dateofsnow･break
(A)

Datewhenahalfof
adultsemergedaway
(a)

DurationbetweenA
and13

Sum ofmeantem-
peratureimabove
duration

Feゎ.281Feb.251Mar. 23

JnTlは ィネカラバェ発生とについて現在いえることは

以 ヒの点にとゞまるが,その他にもまだ聞出はあるで
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あろう.例えば第 1化期の発生時期の早晩と苗代時籾

とのずれが,穿‡1化期被tt.]t虫或は苅2化期成虫発生量

に及ぼす膨響,或は,雪解糊が極月砧に遅れた場合 (高

田市の昭和20年の雪矧 ま4月 25日であった),'m2

化湖のイネの被亀 及び第3化期成虫発生はどうなlる

かとい う点など,興味ある問超であるが,これらはす

べて今後の研究課血に屑する.

摘 ､ 要

高田市において冬綜主スズメノチッがウの茎内に綜

生するイネカラバエ越冬世代虫の発育と死亡の経過を

追跡したところ,8'1召地青ばの本山の越冬劫態について

次のような知見をえた. ､

.I. 幼虫のql咽頭Fi全長を測定することによって,

幼虫の令期を判定することができる.-

2. 非化幼虫は12月まで岩手成長するが,その後発

育は停止し,大部分 1令のま 越ゝ冬に入る.そして翌I
春雪解後暫時を経て幼虫は再び発育を開始する.

3: 鐸1化糊成虫の発生時期は望厨朋の早晩によっ

て左右されるが,雪脈より第 1化期成虫の発生時J糊ま

での期間は雪脈が避れる程短縮されるようである.

4. も1雪下においても幼虫の死亡率は非職 こ低い.1

従って試田地方においては,冬気温の試低,すなわち

雪の多少はそれ自体弓は群1佃 g]の発生虫の変坤を支

配する主要な因子とはならないと思わ中る･

5･ 春期の発育制 .q後手を死亡率は噺次5'は り/3令

末期乃至痢化厄前に放大となるようである.この時糊
には幼虫の茎問移助及び卿 ヒ部位への移動が行われる

が,こa)際に幼虫は矧 F斑的抵抗を受け易いのではな

いかと想われ畠.従ってml化糊の発生出の変動を文I
献する大きな要因が若しあるとすれば,これ らの時Jg]

にあると考えてよかろう. 1
1
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RもuJn6

,Insummer,thelarvaeofthericestem mユggOt,
ChloropsoTYZaeMatsumura,injureleavesorcars

ofthericcpunt,butinwinter.theyoverwintcr

inthesevera一speciesbelonging･tothefamily

Poaceae.ThecommonesthostplantiTIwinter

seasonatTakadaprovince･isAlopecuZus/ulvzLS

I t
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L...wheresnow h'eSFortwoorthreemonths.

ALlthorshaveinvcsIJ'gatcdonthedevc]opmcnt.lnd

mortit]ityoEhrvaeoE'lhericestem maggoth

Jl./tLEvuszltTakada.

(1) The一engthoEskelelons王nmouthandlarynx

oHa- wasmeasured.Thefrequencydistributions

oEtheresultsoEmeasurementareclearlydiv王sable

intothreeindependentgroups･Therefore,itis

clearthattheinstarsoHarvaecanbeidentified

bythatskeleton-length. and theyhavethree
instar5.

(2) ThelarvaehatchinOctoberandsomewhat

growltillDecember∴Then,thelarvaestoptheir[ I
developrnentandmostOfthementerintoovcrwin_

teringatthefirsHnstar･Short7yaE!ersnow･brbak
王nspring,theTam egrowagain.Therefore,the

timeofadultemergenceoEthefirstgeneration

isregulatedbythedateofsnow-break.Butthe

htersnowmelts,theshorteristhet王me王ntervalt｡
I

i≡岳岳表書 ⊆===:===========≡≡≡≡≡≡≡≡±±±!

adultemergence.

(3) Evenunderthesno､せ,hrVal-占ortal王tyis

verylow.So,王nTakadaprovince,authorsCOnSider

thtthelowcrtempcraturcinwihter,thatis.

nbund'lnCe Ofsnow.isnotby itse一fthemain

controll王ngEactoTtOabundanceofadu的 inthe
firstgenerationofricestem maggot.

Afterthelarvaehavebeguntor9grOWinspring▼
the一arvalmorta一itybecomesgrad11ally王Iigherandit

becomesll王ghest三mdurationofthelaterha一fof
/

thetIlird王nstarwhichisjustbeforethepupation.

Inthisduralion,thelarvaemovetotheother

hoststemsortotheinsideoflowerleafsheath

wherelhもypupate.Sothat一itcanbeconsidered

reasonably thatiftherewereimportantfactors

contromngtheabundanceofthericestem maggot

adultsinthefirstgeneration,theyarein that

duration.

On IkeEEfcc180ESetting PhceSand StructuresofTr叩SOf FlieS･Studieson the

MethodsofCollectingFl王es･Ⅰ･NanzaburoO･.,onTandOsamuSumN̂GA(DepaモーmentOfMedical

ZooTogy,ResearchInstituteofEndemics:NagasakiUniversity,Isahaya,NagasakiPref.).Received

Oct･29,1956.βotyu-Kagaku,22,51～57,1957.

9･ 人 士の トラップの設置場所および構造 の効果につし､て ハエ類の採光方法に関する研死

邦1稚 大頼柄三郎 ･末永欽 (長崎大学 風土蛸研死所 相生動物学研究室)31.10.29受理 .

謹 ん で 森 川 忠 曹 博 士 の せ 梢 を 親 好 し 奉 る.

魚肉を餌としたハエの トラップは. 設Etする場所によって抹災効果が只なり, 木任で効率が有意的

に大であろ. 然し木蔭で揺fj!されるハエ群鵜は日向でのそれとは多少構成を異にする.

トラップの手持速によっても採ガさ数.こ有意の芸がみられ, 新 しい. 外底部に ブ リキバ ン ドを付けた

(バンドの坪野 こついては不評であるが)両も倒ロート内面にハエの上行渉行を馴 Tるような印出物

のない金網 トラップが滋も効率的である. 然 しトラップの構造及び材料にJ:つては抹放されるハエ

群災の柄成が可成 りに異なる. ハエ耶男の桁成の只なりは, 数輔糊のハエ村が特に,1!紙 の糊及び

トラップの杓道を飼好する結果によると思われる. 以上のことから, ハエ湖の.W茄に当っては,悶

-型の,上記金網 トラップを少なくとも木蔭と日向の2ケJVrで役mすることが盟ましい.

Asoneofthe studies on the methods of

collectingmes,anexperimentwascarri占doutin

thedu'mtionfrom April28toMayll,1954to

cxamincthecrfcctsoEsettingplacesoHish･baited

trapsandoEtheirform90rStructuresOn the

cfEicicncyinlrapplngI)ieS.

PhceAnllmclhodorthecxpcriment

lnthecourtyardoftheResearch Tnst王tilteOE.
Endemics,sevenst.lnd9Erom N05.ItoVIIas

shown王nFig.1weresetuponeanotherattwo

nleter d王StanCC.Seven trLlpS from Nos.1 to

7a!shown王n FJ.g.2 wcrcused.A勺a■blit,

150gramsofE王Sh meatofoneortwodaysold

werellSedforeachtiap.Onthefirstdaydfthe

eチperiment･thetrapsintheArabicpumeralorder

weresetonthefixedstandsofthesamenumber

inRomannumera一sandtheneachtrap-wasmade

totakearoundofsevenstandsduringseveTldays

ZISShowninTab一e1.Thetrapswereset{)nthe

standseverydayfrom 8a.m.to5p.m.
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